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平成24年12月6日（木）14:15～14:45
はじめに①
東京都大田区
東京都23区のひとつ
面積：60.42平方㎞
人口：697.094人
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「エセナおおた」沿革
・昭和52年 婦人会館設立
・平成 4年 おおた女性センター
・平成12年 男女平等推進センター
「エセナおおた」
・平成16年～指定管理者制度導入
ＮＰＯ男女共同参画おおたが
指定管理者に！
はじめに②
平成12年 大田区男女平等推進センター「エセナおおた」区民自主
運営委員会 発足
平成15年4月 区民自主運営委員会に事業運営を移行
12月 区民自主運営委員会が母体となり、
ＮＰＯ法人男女共同参画おおたを設立
平成16年 同法人が「エセナおおた」の指定管理者（施設管理）となる
平成16年～17年 施設管理業務：NPO⇒指定管理者
（第1期） 男女平等推進事業：区民自主運営委員会⇒委託
平成18年～22年 施設管理業務：NPO ⇒指定管理者
（第2期） 男女平等推進事業： NPO⇒委託
平成23年～28年 施設管理業務および男女平等推進事業
（第3期） ⇒NPOが指定管理者となる
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「エセナおおた」の事業（2011年度実績）
大田区男女共同参画推進プランにのっとり実施
●講座事業
男女共同参画の意識啓発、男性・子どもへの意識啓発、
女性の就労支援、女性に対する暴力防止、女性リーダー
養成、ワーク・ライフ・バランス普及、防災における男女共
同参画の推進等 年間19講座、全104回
●情報事業
情報紙年3回発行、図書貸出、ＨＰ、ブログ、メルマガ発行
●展示事業 テーマ別に年間12の企画展示
●広場事業 子どもと保護者向け毎月5回､年間60回実施
●交流事業 ボランティアスタッフの募集・育成（120名）
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防災・震災支援事業のこれまでの取組
２００７年より毎年、防災研修・セミナーの実施
情報提供：女性の視点で情報を収集・館内掲示
現地取材した情報等を情報紙で連載
講演会：講談師 神田織音さんと共に創った新作講談を上演
大田区内の他団体との連携：大田区被災地支援ボランティア
調整センター運営委員会に加入。避難者への支援に関わる
大田区総合防災力強化検討委員会報告書へ
パブリックコメント⇒「人権に配慮した防災対策の推進」が新設
 ２０１２年 全国女性会館協議会主催事業企画大賞に応募
エセナおおたにおける「女性と災害」の取組が「特別賞」に
 ２０１２年１２月～大田区の防災会議に５人女性委員増員
団体推薦で男女共同参画おおたから委員に
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デジタルアーカイブ化のきっかけ
文科省が募集した「学びを通じた被災地の地域コ
ミュニティ再生支援事業」に応募
大田区へ避難している被災者向けの事業を企画
・就労支援の無料パソコン教室
・女性相談 ・映画上映会 ・ハンドメイドサロン
・子ども向けの料理教室、工作教室 etc.
３００万円弱の事業予算
この事業を記録として残せるかも！
ついでに過去の事業も・・・
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ＮＷＥＣ、インフォコムさんとの連携①
10月2日 キックオフミーティング
NWEC､インフォコム､エセナおおたのメンバーが参加
10月3日～～
データ収集、入力作業開始。不明な点はNWEC・イン
フォコムにその都度確認し、メールでやりとり
11月26日 技術的な情報交換
11月30日 インフォリブにデータをアップロード
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デジタルアーカイブ化で一番のネックは
デジタルアーカイブの必要性への周りの理解
相当の労力、かなりの費用をかけてまで
デジタルアーカイブ化がはたして必要か？
ＮＷＥＣ、インフォコムさんとの連携②
なぜ今必要か、理事会で説明（説得？）を
お願いしました。
「エセナおおたの歴史を携わった人の記憶に残す
だけでなく、消えない記録として残すべき」
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紙で残ってるからデジタル化なんて必要ないん
じゃない？それを誰がやるの？
ＮＷＥＣの協力のもとデモ画面が完成し、ようやく光が・・・
デモ画面で一気にモチベーションアップ
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